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令
和
4
年
第
2
回
定
例
会
を
7
月
25
日
（
月
）
に
和
束
町
議
会
議
場
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
総
務
厚
生
･
文
教
各
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら
委
員
会
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
の
一
般

質
問
で
は
3
人
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
令
和
3
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
関
す
る
報
告
書
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
続
い
て
承
認
案
件
と
し
て
令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
専
決
）
及
び
財
産
の
取

得
の
件
に
つ
い
て
、
議
案
と
し
て
工
事
請
負
契
約
変
更
の
件
及
び
令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

〜
令
和
4
年
第
2
回
定
例
会
〜

相
楽
東
部
広
域
連
合
議
会
だ
よ
り�

vol.
8井上 武津男 議員

（和束町）

　
新
教
育
長
は
独
自
の
施
政
方
針
は
考
え
て

い
る
の
か
。

井上議員

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
社
会
の
変
化
に
対
応
し
つ

つ
、未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、「
生

き
る
力
」の
基
礎
を
身
に
付
け
て
も
ら
い

た
い
。

岡田教育長

一
般
質
問

Q
３
町
村
の
４
回
あ
る
常
任
議
会
に
１
回
ず

つ
で
も
出
席
し
、出
向
議
員
以
外
の
意
見
を

聞
く
つ
も
り
は
あ
る
の
か
。

A
岡
田
教
育
長

　
出
席
す
る
こ
と
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
が
、
行
政
は
法
に

基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
ル
ー
ル
に
則
っ
て
す
べ
き
も

の
と
考
え
る
。
従
っ
て
連
合
教
育
委
員
会
と
し
て
各
議
会
に

出
席
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
明
確
に
し
て
調
整
を

図
っ
た
う
え
で
実
施
す
る
も
の
と
考
え
る
。

Q
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
に
つ
い
て
の
対
応
は

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。ま
た
、こ
の
問
題
が

３
町
村
に
は
存
在
す
る
の
か
。

A
岡
田
教
育
長

　
近
年
顕
在
化
し
て
き
た
新
し
い
教
育
課
題
で
あ
る
が
、
家

庭
内
の
こ
と
で
あ
り
、
実
態
を
把
握
す
る
の
は
難
し
い
。
た

だ
、
学
齢
期
の
児
童
は
義
務
教
育
を
受
け
る
権
利
が
保
障
さ

れ
て
い
る
た
め
、
学
習
権
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
連
合
管
内
小
中
学
校
の
実
態
と
し
て
は
、
時
に

幼
い
兄
弟
の
世
話
、
病
気
の
家
族
の
世
話
や
見
守
り
を
し
て

い
る
生
徒
は
い
る
が
、
受
け
る
べ
き
教
育
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
り
、
同
世
代
と
の
人
間
関
係
が
構
築
で
き
な
い
と
い
う

ケ
ー
ス
は
な
い
。
今
後
も
各
校
に
お
い
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
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坂本 英人 議員
（笠置町）

　
笠
置
児
童
館
に
つ
い
て
耐
震
化
工
事
の

計
画
や
行
政
内
で
の
議
論
は
。

坂本議員

　
現
時
点
に
お
い
て
耐
震
化
工
事
は
予

定
し
て
い
な
い
が
、関
係
団
体
と
協
議
し

な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

中副連合長

Q
教
育
委
員
会
と
学
校
の
連
携
に
つ
い
て
、い

じ
め
問
題
に
対
応
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る

の
か
。ま
た
、今
後
の
取
り
組
み
方
は
。

A
岡
田
教
育
長
・
城
野
学
校
教
育
課
長

　
い
じ
め
に
対
応
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
、
い
じ
め
防
止

対
策
基
本
方
針
を
連
合
管
内
５
校
全
て
の
学
校
で
策
定
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
定
期
的
に

実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
実
態
把
握
を
し
、
不
調
を

訴
え
る
生
徒
へ
の
聞
き
取
り
や
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
重
大
事
態
の
場
合
は
い
じ
め

対
策
協
議
会
で
協
議
す
る
な
ど
の
対
応
や
、
必
要
に
応
じ
て

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
と
も
連
携
し
対
応
し
て
い
き

た
い
。

Q
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
と
し
て
、

政
治
教
育
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

A
岡
田
教
育
長

　
各
校
に
お
い
て
社
会
科
を
中
心
と
し
て
政
治
に
つ
い
て
の

知
識
、
理
解
を
獲
得
さ
せ
、
よ
り
良
い
社
会
を
築
く
た
め
に

必
要
な
こ
と
を
判
断
し
実
践
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

た
だ
教
育
基
本
法
第
14
条
に
あ
る
よ
う
に
特
定
の
政
党
の
支

持
、
そ
の
た
め
の
活
動
は
出
来
ず
、
社
会
に
生
き
る
一
個
人

と
し
て
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
た
め
の
主
権
者
教
育

が
そ
の
基
本
と
な
る
。
社
会
の
一
員
と
し
て
政
治
に
参
加
す

る
、
選
挙
に
行
く
こ
と
は
そ
の
基
本
で
あ
り
、
学
校
教
育
で

出
来
る
こ
と
を
積
極
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

Q
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
、東
部
３
町
村
で
住

み
続
け
ら
れ
る
人
材
の
確
保
の
た
め
、も
う

一歩
踏
み
込
ん
だ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
で
き
な
い
か
。

A
岡
田
教
育
長

　
３
町
村
が
抱
え
る
人
口
問
題
に
教
育
が
貢
献
で
き
る
こ
と

と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
は
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
ネ
ッ
ト

を
使
い
こ
な
す
こ
と
が
出
来
る
ス
キ
ル
を
獲
得
し
、
新
た
な

価
値
を
創
造
す
る
人
材
へ
と
成
長
出
来
る
よ
う
に
支
援
す
る

こ
と
だ
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
、
ネ

ッ
ト
を
使
う
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
仕
組
み
を
し
っ
か
り
学
習
す

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
す

べ
て
の
児
童
が
学
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
を
図
る
べ
く
教
職
員
が
教
室
内
外

に
高
い
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
気
づ
く
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
家

庭
に
お
け
る
子
ど
も
の
状
況
把
握
、
教
育
相
談
活
動
の
充
実
、

福
祉
・
介
護
・
医
療
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
に
積

極
的
に
取
り
組
む
ほ
か
、
地
域
学
校
協
働
活
動
な
ど
の
力
を

借
り
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。
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Q
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
を
油
に
戻
す
こ
と
や
、天
ぷ
ら
油

を
軽
油
車
の
燃
料
に
す
る
こ
と
な
ど
の
取
り
組
み

は
で
き
な
い
か
。

A
堀
連
合
長

　
連
合
管
内
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
ご
み
の
減
量
化

に
向
け
た
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
の
啓
発
を
行
っ
て
お
り
、

構
成
町
村
に
お
い
て
も
家
庭
用
の
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
な
ど

の
設
置
に
対
す
る
補
助
な
ど
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
し
か
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
を
油
に
戻
す
こ
と
や
、
天

ぷ
ら
油
を
軽
油
車
の
燃
料
に
す
る
取
り
組
み
に
は
新
た
な
施

設
、
設
備
を
建
設
し
処
理
す
る
た
め
の
多
大
な
費
用
が
必
要

と
な
り
、
現
在
３
町
村
の
分
担
金
で
ゴ
ミ
の
処
理
費
用
等
を

賄
っ
て
い
る
中
で
は
、
大
変
難
し
い
も
の
と
考
え
る
。

Q
学
校
施
設
の
避
難
所
活
用
の
点
検
に
つ
い

て
、南
山
城
小
学
校
プ
ー
ル
の
水
を
災
害
時

に
は
飲
料
水
に
す
る
装
置
が
あ
る
が
、使
え
る
よ

う
点
検
を
行
う
こ
と
は
学
校
側
な
の
か
、行
政
側

な
の
か
。

A
岡
田
教
育
長

　
学
校
設
立
当
初
、
災
害
発
生
時
に
プ
ー
ル
の
水
を
飲
料
水

に
す
る
循
環
ろ
過
装
置
を
設
置
し
て
い
る
。
学
校
に
備
え
付

け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
た
め
学
校
設
備
の
一
部
で
あ
り
、
管

理
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
で
対
応
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ

る
と
考
え
る
。

Q
伊
賀
市
へ
の
高
校
進
学
は
で
き
る
と
聞
い

て
い
る
が
、現
在
の
状
況
は
。

A
岡
田
教
育
長

　
伊
賀
市
、
山
城
南
、
東
大
和
定
住
自
立
圏
の
中
で
教
育
環

境
の
整
備
で
三
重
県
立
高
校
進
学
に
関
す
る
覚
書
に
よ
り
、

現
在
は
伊
賀
白
鳳
高
等
学
校
へ
の
進
学
は
可
能
で
あ
る
。
以

前
は
笠
置
中
学
校
の
生
徒
が
当
時
の
上
野
工
業
高
校
、
現
在

の
伊
賀
白
鳳
高
等
学
校
に
進
学
し
て
い
た
が
、
平
成
７
年
度

の
１
名
の
進
学
を
最
後
に
途
絶
え
て
い
る
。
毎
年
、
三
重
県

教
育
委
員
会
か
ら
募
集
要
項
や
入
学
願
書
等
の
関
係
書
類
が

届
き
笠
置
中
学
校
へ
送
付
し
て
い
る
。
笠
置
中
学
校
で
は
、

毎
年
進
路
指
導
の
一
環
と
し
て
当
校
を
紹
介
し
て
い
る
が
希

望
者
が
無
く
、
今
年
度
も
現
在
の
と
こ
ろ
希
望
者
が
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

報
告
案
件

　

令
和
3
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
関
す

る
報
告
書
の
件
に
つ
い
て
報
告

承
認
案
件

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
5
号
専
決
）

　

令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
専
決
）
で

は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
9
億
8
5
7
7
万
6
0
0
0
円

か
ら
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
4
8
5
万
4
0
0
0
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

9
億
1
0
9
2
万
2
0
0
0
円
と
す
る
補
正

�

承
認　

全
員
賛
成

財
産
の
取
得
の
件

　

南
山
城
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事
業
に
つ
い
て
、
質

相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
今
後
は
。

梅本議員

　
令
和
2
年
7
月
に
策
定
し
た一般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
に
基
づ
き
、府

や
他
の
地
方
自
治
体
と
と
も
に
幅
広

く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

堀連合長

梅本 章一 議員
（南山城村）
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疑
で
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
納
期
に
つ
い
て
、
ま
た
笠
置
、
南

山
城
小
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
台
数
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

�

承
認　

全
員
賛
成

議
　
案

工
事
請
負
契
約
変
更
の
件

　

相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
擁
壁
安
全
対
策
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て
、
質
疑
で
は
契
約
変
更
の
理
由
で
あ
る
期
間

の
延
長
に
つ
い
て
、
ま
た
道
路
の
舗
装
工
事
等
に
伴
う
契
約

金
額
の
増
額
の
有
無
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

�

可
決　

挙
手
多
数

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

　

令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
で
は
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
36
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

8
億
2
7
7
9
万
1
0
0
0
円
と
す
る
補
正

�

可
決　

挙
手
多
数

同
意
案
件

監
査
委
員
の
選
任
の
件
に
つ
い
て

　

相
楽
東
部
広
域
連
合
監
査
委
員
と
し
て
久
保
憲
司
議
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員　

久
保　

憲
司　

議
員　

（
南
山
城
村
）

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
・
文
教
常
任
委
員
会
か
ら

　

令
和
4
年
7
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
、総
務
厚
生
常
任
委

員
会
及
び
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
擁
壁
安
全
対
策
工
事
の
進
捗
状
況
確
認
の
た
め
、そ

れ
ぞ
れ
同
セ
ン
タ
ー
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会
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まち＊むらの 話題

笠
置
町

和
束
町

南
山
城
村

叙
勲 

瑞
宝
双
光
章
伝
達
式

　

7
月
15
日
（
金
）
、
和
束
町
役
場
に
て
馬
場
正
彦
さ
ん
の

瑞
宝
双
光
章
の
伝
達
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

馬
場
さ
ん
は
昭
和
37
年
6
月
に
和
束
町
に
奉
職
さ
れ
て
以

来
、
産
業
経
済
課
長
や
総
務
課
長
等
を
歴
任
し
、
昭
和
63
年

7
月
か
ら
は
和
束
町
収
入
役
に
任
命
さ
れ
、
延
べ
8
年
間
に

わ
た
り
、
町
長
の
補
佐
と
し
て
町
財
政
の
安
定
の
為
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

瑞
宝
双
光
章
は
、
公
共
的
な
職
務
の
複
雑
度
、
困
難
度
、

責
任
の
程
度
な
ど
を
評
価
し
、
職
務
を
果
た
し
功
績
を
あ
げ

た
人
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
度
は
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
72
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

„
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〝
～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な
明
る
い

地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
運
動
で
す
。

　

7
月
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
強
調
月
間
で
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
笠
置
町
で
は
7
月
12
日
（
火
）
、
笠
置

い
こ
い
の
館
で
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
笠
置
町
推
進
委

員
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
推
進
委
員
会
で
は
、
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
保
護
司
の
田
中
さ
ん
か
ら
推

進
委
員
長
で
あ
る
笠
置
町
長
に
伝
達
さ
れ
、
学
校
関
係
団
体
、

町
内
各
種
団
体
、
警
察
関
係
機
関
な
ど
に
よ
る
活
動
報
告
を

受
け
、
情
報
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
7
月
14
日
（
木
）
に
は
、
笠
置
町
産
業
振
興
会
館

に
お
い
て
、
更
生
保
護
女
性
会
ミ
ニ
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

地
域
と
行
政
の
連
携
、
住
民
の
声
に
ど
の
よ
う
に
寄
り
添
っ

て
い
く
の
か
等
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

第
25
回
南
山
城
村
消
防
操
法
大
会

　

7
月
31
日
（
日
）
、
南
山
城
村
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
25

回
南
山
城
村
消
防
操
法
大
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
、
消
防
団
員
が
消
火
活
動
を
す
る
た
め
に
必
要
な
消

防
用
機
械
器
具
の
操
作
技
術
の
向
上
と
志
気
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
、
当
日
は
、
5
チ

ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
と
も
気
迫
の
こ
も
っ
た
正
確
か
つ
迅
速
な
行
動

で
、
消
防
技
術
を
発
揮
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優
　
勝
】
第
1
分
団
第
5
部
（
月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）

【
準
優
勝
】
第
2
分
団
第
1
部
（
田
山
）

【
第
三
位
】
第
1
分
団
第
3
部
（
本
郷
・
押
原
）

【
個
人
賞
】
指
揮
者　

矢
村　

貴
哲
（
第
1
分
団
第
5
部
）

　
　
　
　
　

1
番
員　

寺
崎　

海
都
（
第
1
分
団
第
5
部
）

　
　
　
　
　

2
番
員　

東　
　

豊
崇
（
第
1
分
団
第
5
部
）

　
　
　
　
　

3
番
員　

杉
森　

独
歩
（
第
1
分
団
第
3
部
）大会の様子

左から３人目　馬場正彦さん

笠置町推進委員会

更生保護女性会ミニ集会
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第38回笠置「ちびっこ」まつり
　７月16日（土）、第38回笠
置「ちびっこ」まつりが笠置
会館周辺で開かれました。
　開会式の後、バルーンアー
トを楽しみ、その後横川に鮎
と金魚を放し、保育園児は金
魚すくいをし、児童は魚つか
みをおこないました。
　暑い日差しの中、子どもた
ちは滝にうたれたり、走り回
ったりし、元気いっぱい楽し
んでいました。

教育

体育大会・運動会のご案内
■９月17日（土）午前９時～（雨天翌日順延）
　和束中学校・笠置中学校

■10月１日（土）午前９時～（雨天翌日順延）
　笠置小学校・和束小学校・南山城小学校

みんなで応援にきてね☆

和束町史編さんだより

 第3回 鎌倉・室町時代の和束
　奈良興福寺の杣

そま

山
やま

として栄えた和束ですが、鎌倉時代中期にな
ると、興福寺の支配に抵抗する動きが現れます。1272年（文永９
年）から翌年にかけて、和束杣の「悪

あく

党
とう

」栄
さかえ

氏は、城館を構えて、
興福寺と合戦を重ねた末、退散させられました。城館の場所は不
明ですが、宇治田原や銭司の悪党ともつながりがあったようです。
「悪党」とは、幕府や荘園領主に抵抗した人々のことで、領主から
見て「悪」とされました。
　このころの和束は、奈良と信楽方面とを結ぶ交通の要所となっ
ていました。撰原峠の子

こ

安
やす

地
じ

蔵
ぞう

（1267年銘）や白栖の弥
み

勒
ろく

磨
ま

崖
がい

仏
ぶつ

（1300年銘）などの石仏は、街道の境界を守るものとして造られ
たとも考えられています。なお、この２体の石仏は、相楽東部広域
連合の指定文化財に指定されました。
　鎌倉時代末には、幕府を倒さんとした後醍醐天皇が都落ちして東
大寺に逃げ、ついで金胎寺に移り、さらに笠置寺に立て籠もるとい
う、日本史上の大事件の舞台ともなりました。
　室町時代、1548年（天文17年）８月、大和の筒

つつ

井
い

順
じゅん

昭
しょう

の軍勢が、
和束の御

お

屋
や

形
かた

様
さま

の城を攻め、切腹させたという記録が残っています。
御屋形様の名前や城の場所は明らかになりません。筒井順昭は、筒
井順

じゅん

慶
けい

の父です。その後、和束の喜多氏が、松
まつ

永
なが

久
ひさ

秀
ひで

の軍勢に属し、
大和郡山の筒井順慶勢と戦っています。和束でも、興福寺支配のな
かから、在地の土豪が育ってきていることがわかります。　　　                  
問合せ　相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課和束町史編さん室　☎ 0774・74・8952
　　　　　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室）

弥勒磨崖仏（相楽東部広域連合指定文化財）

※編さん室では、今年南山城水害や戦争体験等の聞き取り調査を予定しています。情報をお持ちの方はご一報ください。
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保健・福祉

笠
置
町

谷　
　
　

口　
　
　

冨　

美　

代

前　
　
　

田　
　
　

康　
　
　

子

三　
　
　

由　
　
　

正　
　
　

晴

谷　
　
　

川　
　
　

照　
　
　

代

廣　
　
　

本　
　
　

シ　

ヅ　

エ

田　
　
　

原　
　
　

弘　
　
　

子

松　
　
　

村　
　
　

光　
　
　

子

坂　
　
　

本　
　
　

俊　
　
　

孝

森　
　
　

本　
　
　

和　
　
　

子

中　
　
　

尾　
　
　

重　
　
　

信

堀　
　
　
　
　
　
　

妙　
　
　

子

川　
　
　

口　
　
　

千　

代　

子

西　
　
　

村　
　
　

千　
　
　

代

仲　
　
　

井　
　
　

𠀋　
　
　

郎

植　
　
　

田　
　
　

隆　
　
　

夫

田　
　
　

中　
　
　

喜　
　
　

久

松　
　
　

村　
　
　

光　
　
　

榮

森　
　
　

本　
　
　

と　

し　

子

二　
　
　

滝　
　
　

久　
　
　

子

和
束
町

瀧　
　
　

村　
　
　

松　
　
　

枝

村　
　
　

田　
　
　

良　
　
　

雄

堀　
　
　
　
　
　
　
　
　

正

西　
　
　

田　
　
　

明　
　
　

子

萌前　
　
　

出　
　
　

あ　
　
　

萌前　
　
　

出　
　
　

正　
　
　

子

安　
　
　

本　
　
　

好　
　
　

子

植　
　
　

村　
　
　

宣　
　
　

勝

萌前　
　
　

田　
　
　

和　
　
　

政

池　
　
　

田　
　
　

淑　
　
　

子

中　
　
　

尾　
　
　

民　
　
　

子

池　
　
　

田　
　
　

ち　

よ　

乃

姫　
　
　

野　
　
　

善　
　
　

一

池　
　
　

田　
　
　

と　

よ　

子

岩　
　
　

﨑　
　
　

孝　
　
　

子

小　
　
　

西　
　
　

邦　
　
　

門

辻　
　
　
　
　
　
　
⺿英　
　
　

子

山　
　
　

口　
　
　

サ　

ト　

リ

東　
　
　

野　
　
　

さ　

よ　

子

坊　
　
　
　
　
　
　

清　
　
　

江

林　
　
　
　
　
　
　

美　

智　

代

馬　
　
　

場　
　
　

み　

よ　

子

岡　
　
　

田　
　
　
　
　

上

堀　
　
　
　
　
　
　

利　
　
　

次

岸　
　
　

田　
　
　

一　
　
　

枝

𠮷　
　
　

畑　
　
　

光　
　
　

代

竹　
　
　

中　
　
　

重　
　
　

晴

奥　
　
　
　
　
　
　

良　
　
　

子

谷　
　
　
　
　
　
　

和　
　
　

代

森　
　
　
　
　
　
　
　
　

明

馬　
　
　

場　
　
　

正　
　
　

彦

宗　
　
　
　
　
　
　

美　

登　

志

南
山
城
村

大　
　
　

谷　
　
　

正　
　
　

夫

三　
　
　

嶋　
　
　

惠　
　
　

美

郡　
　
　
　
　
　
　

敏　
　
　

男

齊　
　
　

藤　
　
　

浅　
　
　

子

東　
　
　

尾　
　
　

一　
　
　

郎

廣　
　
　

田　
　
　

ア　

イ　

子

堂　
　
　

下　
　
　

禎　
　
　

子

奥　
　
　

仲　
　
　

美　

智　

子

奥　
　
　

田　
　
　

小　

夜　

子

仲　
　
　

窪　
　
　

澄　
　
　

子

乾　
　
　
　
　
　
　
　
　

了

奥　
　
　

田　
　
　

花⺿　
　
　

子

井　

ノ　

倉　
　
　

勇　
　
　

幸

大　

久　

保　
　
　

重　
　
　

壽

森　
　
　

山　
　
　
　
　

章

伊　
　
　

賀　
　
　

美　

喜　

子

白　
　
　

圡　
　
　

博　
　
　

子

久　
　
　

保　
　
　

志　
　
　

津

甲　
　
　

田　
　
　

房　
　
　

一

髙　
　
　

野　
　
　

喜　

佐　

雄

仲　

久　

保　
　
　

多　

喜　

男

（
敬
称
略
）

米
寿
お
祝
い（
3
町
村
）

　

相
楽
東
部
3
町
村
で
は
今
年
も
多
く
の
方
が
米
寿
を
お
迎
え
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
お
過
ご
し
い
た
だ
く
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

敬
老
会
中
止
の

お
し
ら
せ（
３
町
村
）

　

敬
老
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
と
、
参
加
さ
れ
る
み
な

さ
ん
や
関
係
者
の
方
の
健
康
と
安
全
を
最
優

先
に
考
え
、
昨
年
に
引
き
続
き
中
止
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
み
な
さ
ん
や
関
係

者
の
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
笠
置
町
保
健
福
祉
課　

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
2
3
0
3（
直
通
）

　
　
　
　

和
束
町
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
6（
直
通
）

　
　
　
　

南
山
城
村
税
住
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
3（
直
通
）
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時
刻
を
知
る
手
が
か
り
の
な
い

隔
離
さ
れ
た
環
境
下
で
も
、
ヒ
ト

は
ほ
ぼ
規
則
正
し
い
リ
ズ
ム
で
睡

眠
と
覚
醒
が
み
ら
れ
、
体
内
時
計

が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
ヒ
ト
の
体
内

時
計
の
周
期
は
約
25
時
間
で
、
地

球
の
1
日
の
周
期
で
あ
る
24
時
間

と
は
約
1
時
間
の
ず
れ
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
ず
れ
を
う
ま
く
修
正
で

き
な
く
な
っ
た
時
に
睡
眠
・
覚
醒

リ
ズ
ム
に
乱
れ
が
生
じ
ま
す
。
私

た
ち
は
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な

刺
激
で
ず
れ
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
い

ま
す
。
そ
の
最
も
強
力
な
刺
激
は

光
で
す
。
朝
起
き
た
直
後
に
は
カ

ー
テ
ン
を
開
け
て
積
極
的
に
光
を

浴
び
、
体
内
時
計
を
早
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
逆
に
夜
の
光
は
体

内
時
計
を
遅
ら
せ
る
力
が
あ
り
、

寝
る
直
前
ま
で
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
る
の
は
避
け
た

ほ
う
が
よ
い
で
す
。
ま
た
朝
に
日

光
を
浴
び
る
こ
と
で
脳
内
に
セ
ロ

ト
ニ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

が
促
さ
れ
、
そ
れ
が
夜
眠
る
た
め

に
必
要
な
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
メ
ラ

ト
ニ
ン
の
分
泌
に
つ
な
が
り
ま
す
。

食
事
を
含
め
規
則
正
し
い
生
活
習

慣
が
良
い
睡
眠
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
眠
気
は
脳
の
温
度
が
低

下
す
る
と
き
に
出
現
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
就
寝
の
数
時

間
前
に
有
酸
素
運
動
（
早
足
の
散

歩
や
軽
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
）
や

入
浴
を
す
る
こ
と
は
、
一
時
的
な

脳
の
温
度
の
上
昇
と
そ
の
後
の
低

下
に
つ
な
が
り
睡
眠
に
効
果
的
で

す
。
た
だ
し
激
し
い
運
動
や
長
時

間
熱
い
お
風
呂
に
入
る
の
は
、
逆

に
睡
眠
を
妨
げ
た
り
体
の
負
担
に

な
る
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

十
分
に
眠
っ
た
日
と
比
べ
、
寝

不
足
の
日
が
続
く
と
食
欲
を
抑
え

る
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
レ
プ
チ
ン
分

泌
が
減
少
し
、
逆
に
食
欲
を
高
め

る
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
グ
レ
リ
ン
分

泌
が
亢
進
す
る
た
め
、
食
欲
が
増

大
し
ま
す
。
実
際
に
慢
性
的
な
寝

不
足
状
態
に
あ
る
人
は
肥
満
、
糖

尿
病
、
高
血
圧
、
狭
心
症
、
心
筋

梗
塞
な
ど
に
な
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
い
た

め
に
も
良
い
睡
眠
を
と
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

下
里
医
院

下
里
豪
俊

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
そ
の
9090  

睡
眠
に
つ
い
て

睡
眠
に
つ
い
て

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内） ☎0774・73・9988（直通）

10月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目 月　　日 診療科目
10月 2日（日） 内科 10月16日（日） 内科・小児科
10月 9日（日） 内科・小児科 10月23日（日） 内科・小児科
10月10日（月・祝） 内科・小児科 10月30日（日） 内科・小児科

※９月分については広報れんけい８月号をご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～
症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療
センターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問合せください。

相楽休日応急診療所は 当日電話予約制です
　相楽休日応急診療所では、新型コロナウイルス感染予防の観点から、発熱患者の時間的分離をするため、当日電話予約
制とし、予約がない場合は受診できません。予約の受け入れ人数には限りがあり、受付できない場合があります。
　来所される前に、必ず電話連絡をしてください。

保健・福祉

令和４年度子宮頸がん個別検診のおしらせ（南山城村）
　８月の集団検診を受診出来なかった方々に、村外の医療機関で10月から翌年１月末まで個別検診を実施します。
この機会を活用して是非受診ください。

・検診内容　子宮頸がん
・検診費用　1,000円
・申込み方法
　 　９月30日（金）までに南

山城村保健福祉センターに電
話でお申込みください。なお、
申込時に希望される医療機関
を指定してください。後日、
保健福祉センターから受診票
を送付します。
・問合せ　保健福祉センター

　　　　☎0743・93・0294

【個別検診ができる医療機関】
山城南保健所管内

医療機関名 所在地 電　話
京都山城総合医療センター 木津川市木津駅前１丁目27番地 ☎0774・72・0235
下里医院 精華町山田下川原22–2 ☎0774・72・1212

いわたレディースクリニック 木津川市相楽台１–１–１
イオン高の原ショッピングセンター３Ｆ ☎0774・39・3999

きゅうまウイメンズクリニック 木津川市州見台7丁目１–28 ☎0774・71・8163
華クリニック 木津川市兜台４丁目３–９ ☎0774・72・2747

伊賀市内
医療機関名 所在地 電　話

森川病院 伊賀市上野忍町2516–７ ☎0595・21・2425
（中産婦人科）緑ヶ丘クリニック 伊賀市緑ヶ丘本町761 ☎0595・21・5678
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２．試験日
試　験 試　験　日 内　容

一次試験 10月16日（日） 教養試験、適性検査、
専門試験（技術職のみ）

二次試験 一次試験合格者に
通知します。 グループ面接

三次試験 二次試験合格者に
通知します。 個人面接

３．受付期間
９月１日（木）～21日（水）（ただし閉庁日は除く）
午前９時～午後５時まで（正午～午後1時までを除く）
郵送の場合は、封筒表面に『採用試験申込書在中』と朱書
きし、必ず簡易書留で送付してください。（９月21日必着の
こと）

４．提出書類
・笠置町職員採用試験申込書
・受験票（履歴書に貼付した写真と同じものを貼付のこと）
・自己調書

・�履歴書（JIS規格用紙または学校指定用紙、撮影後３か
月以内の写真（上半身、脱帽、正面向き、縦４㎝×横３
㎝）を貼付のこと）

・�所有する資格の写し（取得見込みの場合はそれを証明す
るもの（様式不問））　　　　　　　　　　　　　　　

・ 返信用封筒（長3サイズ、404円分の切手（簡易書留分）を
貼付し、返信先住所および氏名を記入のこと）

※�申込書、自己調書および受験票は笠置町ホームページか
らダウンロードできます。また笠置町役場総務財政課に
もあります。

※提出された書類は、返却しません。
※書類に不備があった場合は受付できません。

５．採用予定日　令和５年４月１日
６．給与等

 笠置町職員の給与に関する条例等に基づき支給します。
（令和４年４月１日現在の大卒初任給は、182,200円です）

７．提出先および問合せ先	 	
〒619–1303 京都府相楽郡笠置町大字笠置小字西通90番地の1
笠置町役場　総務財政課　☎0743・95・2301

令和４年度笠置町職員採用試験
１．職種・受験資格等
職　種 募集人員 応　募　資　格
一般

事務職 若干名 ①平成4年4月2日以降に生まれた方
② 学校教育法による高等学校以上を卒業した方もしくは同等の学力を有する方（令和5年3月末までに卒業見込みの方を含む）

技術職 １名
①昭和57年4月2日以降に生まれた方
② 学校教育法による高等学校以上を卒業した方もしくは同等の学力を有する方（令和5年3月末までに卒業見込みの方を含む）
③土木及び建築に関連する資格を有する方又は令和4年度末までに資格を取得見込みの方
（土木又は建築施工管理技士、測量士(補)、建築士、設計士(補)等）

介護
支援

専門員
1名

①昭和57年4月2日以降に生まれた方
②学校教育法による高等学校以上を卒業した方もしくは同等の学力を有する方
③介護支援専門員の資格を有する方

※地方公務員法第16条各号のいずれかに該当する方は、受験できません。
※試験結果が合格基準に満たない場合は、採用しない場合があります。

新しい公共交通サービス「WazCar（ワヅカー）」の
実証実験を実施（和束町）

　和束町では、唯一の公共交通である路線バス（奈良交通和束木津線）の利用者減少を食い止め、自家用車等の移
動手段を持たない住民のみなさんにとって重要な公共交通を安定して運行していくことを目的に、町内を予約制で
運行する新しい公共交通サービス「WazCar（ワヅカー）」の実証実験をおこないます。
　実証実験に先立ちまして、利用者登録と実際の予約方法や運行車両の確認をしていただける「WazCar予約体
験会」を以下の日程でおこないますので、ふるってご参加ください。

【WazCar予約体験会】（要予約）※希望される人は、無料で送迎しますので、予約の際にお伝えください。
　日　　時　９月26日（月）および９月29日（木）10時～12時　　　場　　所　グリンティ和束１階研修室
　予約窓口　WazCar利用者相談センター ☎0774・78・2020（受付：平日午前９時〜午後５時）

WazCar（ワヅカー）実証実験運行概要
＜運行地域＞和束町内（乗降場所は町内約60箇所）
＜実証実験期間＞９月30日（金）～12月27日（火）
（１）運行時間　午前8時30分から午後7時
（２）運行曜日　平日および土曜日（日曜日、祝日を除く）
（３）予約方法　電話、インターネット（パソコン・スマートホン）和束町hoam端末
　　①受付開始：９月26日（月）
　　②受付可能時間：１週間前から当日1時間前まで
　　③電話受付時間：午前７時30分から午後５時50分
　　※乗車には必ず予約が必要となります。
（４）運賃　１名当り　300円もしくは600円（運行区間による）※路線バスへの乗継の場合は200円もしくは500円
　　　割引　①幼 児 割 引……大人１名につき幼児2名まで無料
　　　　　　②こども割引……普通運賃の半額
　　　　　　③乗 合 割 引……２名以上で予約した場合は、１名当り50円割引
その他、詳しい内容は予約体験会や役場で配布するパンフレットのほか、和束町ホームページでお知らせします。
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家屋を新築・増改築された人へ
　家屋（住家、店舗、工場、倉庫その他の建物）の固定資産税は、毎年１月１日現在に存在する家屋に課税されま
す。また、それらの家屋を新築または増築された場合、その翌年度から固定資産税が課税になります。
　新築家屋等の把握について、巡回調査等をおこない努めておりますが、より正確な課税をするため、家屋を新築
や増築等をされた場合は、担当課へご連絡いただきますようお願いいたします。
　また、新築家屋および増築・改築の調査当日は、所有者または所有者の代理人の立会いを要しますので、ご理解
ご協力をお願いいたします。
問合せ　笠置町税住民課 ☎0743・95・2302（直通）　和束町税住民課 ☎0774・78・3005（直通）　南山城村税住民福祉課 ☎0743・93・0103（直通）

水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏
　笠置町と南山城村は、三重県伊賀市・奈良県山添村と定住自立圏形成協定を締結し、
医療や火災、観光などを連携して事業に取り組んでいます。
　ここでは、伊賀市・山添村の一押しの情報を紹介します。

伊賀市 生誕100年	元永定正展	一寸先は光	～伊賀が生んだ美術の滑稽～
　元永定正さん（1922～2011）は、旧阿山郡上野町（現・伊賀市）に生まれました。何気ない日常的な視
点を通じて、新たな美にたどり着くことをめざした作品は、ユーモアの中にも深い詩情をたたえ、国内外で
高い評価を得ました。
　豊かな自然や城下町の町並み、そして歴史・文化が薫
る伊賀の地を愛した、元永定正さんの生誕100年を記念し、
伊賀にゆかりのある作品などの展覧会をおこないます。こ
の機会にぜひ、元永定正作品の魅力に触れてください。
日　時　10月１日（土）～31日（月）
　　　　午前９時～午後４時30分　※火曜日定休
場　所　国史跡旧崇広堂（伊賀市上野丸之内78-１）
費　用　500円　※高校生以下無料
問合せ　伊賀市文化振興課　☎0595・22・9621

神
こう

野
の

山
やま

	ツツジのひろば復活プロジェクト	第１回植栽会
“もゆるおもひ”	～あなたの思いを咲かせませんか？～

　 明治の時代から守り受け継がれてきた神野山のヤマツツジ。
　悲しくも令和３年３月の火災によって、山頂にあるツツジ約1,000株が燃えてしまい
ました。神野山のツツジを再生し、またそのファンを増やすため、山頂付近にヤマツツ
ジを植栽するイベントをおこないます。
　ぜひご参加ください。
募集人数　40名程度（参加無料・要申込・先着順）
　　　　　　※１名につきヤマツツジ１株を植栽していただきます。
　　　　　　※中学生以下の方がご参加する場合は保護者の方の付き添いをお願いします。
日　　時　10月15日（土）　午前10時30分から正午ごろまで
　　　　　　※雨天時は10月22日（土）に順延します。
　　　　　　※当日は午前９時までに神野山健民グラウンドまでお越しください。
　　　　　　※希望者へは昼食（お弁当）をご用意します（有料）。
場　　所　山添村大字伏拝　神野山山頂付近
申込締切　９月30日（金）
駐 車 場　フォレストパーク神野山　健民グラウンド
　　　　  　※ 山頂付近に駐車場はありませんのでご注意ください。

健民グラウンドを臨時の駐車場とし、バスで山頂付
近まで送迎いたします。

申 込 先　QRコードもしくは役場総合政策課まで
　　　　　山添村役場総合政策課
　　　　　☎0743・85・0040

参加無料
限定40名程度
要申込

山添村
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木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

◆
電
車
内
で
痴
漢
に
遭
わ
な
い
た
め
に

○�

混
雑
し
た
車
両
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

 　

空
い
て
い
る
車
両
を
選
び
、

日
に
よ
っ
て
利
用
す
る
電
車
や

車
両
を
変
え
る
の
も
有
効
で
す
。

○�

ド
ア
付
近
を
避
け
、

車
両
の
中
央
部
に
乗
り
ま
し
ょ
う
。

　

 　

先
頭
や
最
後
尾
、
乗
車
に
便
利
な
車
両
、
ド
ア
付

近
な
ど
は
混
雑
し
て
死
角
に
な
り
や
す
く
、
被
害
に

遭
い
や
す
い
場
所
で
す
。

○
乗
る
前
に
周
囲
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

 　

キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
周
囲
を
見
回
し
た
り
、
じ
ろ
じ

ろ
見
て
く
る
人
が
い
な
い
か
な
ど
、
よ
く
周
囲
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

○
二
人
掛
け
シ
ー
ト
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

 　

女
性
の
隣
に
座
っ
て
体
を
触
る
痴
漢
が
い
ま
す
。

様
子
が
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
そ
の
場
所

か
ら
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

○
盗
撮
犯
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

 　

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
階
段
で
の
盗
撮
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
乗
る
場
合
は
、

半
身
に
な
る
（
振
り
返
る
）
、
鞄
な
ど
で
ス
カ
ー
ト

を
押
さ
え
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
木
津
警
察
署
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0
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4
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1
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夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
に

お
け
る
啓
発
活
動（
笠
置
町
）

　

7
月
22
日
（
金
）
、

Ｊ
Ｒ
笠
置
駅
前
と
ロ
ー

ソ
ン
笠
置
切
山
店
に
て

夏
の
交
通
事
故
防
止
府

民
運
動
に
伴
う
街
頭
啓

発
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
笠
置
町
交

通
安
全
対
策
協
議
会
委

員
と
と
も
に
声
か
け
運

動
と
啓
発
物
品
の
配
布

に
よ
り
、
多
く
の
み
な

さ
ん
に
交
通
安
全
思
想

の
普
及
・
浸
透
が
図
ら

れ
、
道
路
交
通
環
境
の

改
善
に
向
け
た
啓
発
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
21
日
（
木
）

か
ら
29
日
（
金
）
ま
で

は
国
道
1
6
3
号
に
て

交
通
安
全
の
の
ぼ
り
旗

も
掲
出
し
、
多
く
の
運

転
手
へ
注
意
喚
起
を
図

り
ま
し
た
。

　

笠
置
町
で
は
、
引
き

続
き
交
通
事
故
の
な
い

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
す
。

関
西
電
力
送
配
電
と

災
害
協
定
を
締
結（
笠
置
町
）

　

8
月
10
日
（
水
）
、
笠
置
町
役
場
に
て
関
西
電
力
送

配
電
株
式
会
社
と
「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
停
電
復

旧
の
連
携
等
に
関
す
る
基
本
協
定
」
等
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

関
西
電
力
送
配
電
株
式
会
社
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
出

水
期
等
の
災
害
シ
ー
ズ
ン
を
は
じ
め
平
時
か
ら
も
停
電

復
旧
や
停
電
の
未
然
防
止
に
つ
い
て
、
連
携
を
図
っ
て

い
ま
し
た
が
本
協
定
に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
連
携
内
容
の

強
化
と
明
文
化
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
調
印
式
を
お
こ
な
い
今
後
の
さ
ら
な
る
連

携
強
化
に
む
け
て
双
方
の
意
思
を
再
度
確
認
す
る
こ
と

で
災
害
時
に
お
け
る
連
携
を
強
固
な
も
の
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

安心・安全

ローソン笠置切山店での街頭啓発活動交通安全のぼり旗の掲出（国道163号）
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in
fo
rm

ation

おしらせ

※
マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、
検
温
を
済
ま
せ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※	

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
後
の

状
況
に
応
じ
て
、
変
更
、
ま
た
は
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
、
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
お
電

話
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

日　
時　
9
月
5
日
（
月
）
・
26
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
～
8
時
40
分

場　
所　
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講　
師　
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

参
加
対
象　

 

和
束
町
に
在
住
の
高
校
生
以
上
の
人

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

日　
時　
9
月
7
日
（
水
）
・
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

場　
所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

講　
師　
ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

参
加
対
象　

 

笠
置
町
・
南
山
城
村
に
在
住
の
高
校

生
以
上
の
人

問
合
せ　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

　
　
　
　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

 『
健
康
体
操
教
室
』

日　
時　
9
月
8
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

場　
所　
つ
む
ぎ
て
ら
す　

ホ
ー
ル

講　
師　
鷹
野　

明
子
さ
ん

問
合
せ　
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

講
座

女
性
学
講
座

 『
ハ
ー
ブ
＆
ア
ロ
マ
体
験
教
室
』

日　
時　
10
月
7
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
３
０
分
～
３
時

場　
所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

内　
容　
石
鹸
と
バ
ス
ソ
ル
ト
作
り

講　
師　

 

松
村　

邦
子
さ
ん
（
和
豆
香
グ
リ
ー

ン
フ
ァ
ー
ム　

ハ
ー
ブ
担
当
）

対
象
者　

 

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

人
（
高
校
生
不
可
）

定　
員　
先
着
10
人

申
込
期
間　

9
月
20
日
（
火
）
～
28
日
（
水
）

参
加
費
用　

1
5
0
0
円

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
資
料
展
示

巨
大
書
庫
に
は
何
が
あ
る
？

―
関
西
館
資
料
展
示
を
振
り
返
る
―

場　
所　

 

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
（
精
華

町
） 

閲
覧
室
・
大
会
議
室
（
地
下

1
階
）

日　
時　

 

9
月
22
日（
木
）～
10
月
18
日（
火
）

　
　
　
　

（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
。
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
6
時

内　
容　

 　

関
西
館
は
、
開
館
20
周
年
、
資
料

展
示
30
回
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
過

去
の
資
料
展
示
出
展
資
料
か
ら
、
目

玉
資
料
や
関
西
館
の
特
色
あ
る
資
料

を
展
示
し
ま
す
。
関
連
展
示
と
し
て
、

関
西
館
建
築
設
計
競
技
（
1
9
9
5

～
1
9
9
6
年
）
入
賞
作
品
の
一
部

も
展
示
し
ま
す
。
入
場
無
料
。
年
齢

制
限
な
し
。

問
合
せ　

 

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
・
資
料
案
内

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
98
・
1
3
4
1

催
し

　

※
詳
細
は
当
館
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP　

	https://w
w
w
.ndl.go.jp/jp/event/

exhibitions/kansai_202209.htm
l

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　
時　
9
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
正
午

場　
所　
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　
容　

 

心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血

法
お
よ
び
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
方
法
な
ど
（
人

工
呼
吸
は
説
明
の
み
）

対
象
者　

 

木
津
川
市
、
笠
置
町
、
和
束
町
お
よ

び
南
山
城
村
に
在
住
･
在
学
ま
た
は

勤
務
す
る
人
（
中
学
生
以
上
の
人
と

し
ま
す
）

募
集
人
員　

 

先
着
6
人

受
講
料　
無
料

申
込
期
間　

9
月
5
日
（
月
）
～
13
日
（
火
）

　
　
　
　
　

 

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

そ
の
他　
・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
定
員
を
縮
小

し
受
講
者
同
士
の
間
隔
を
広
く
設

け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

・ 

受
講
者
は
マ
ス
ク
を
持
参
、
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

・ 

当
日
、
検
温
等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
お
こ
な
い
ま
す
が
、
感
冒
様
の

症
状
が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

QＲコードからも
アクセスできます。

募
集

問
合
せ　
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
2

に
じ
っ
こ・城
陽

日　
時　
10
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

会　
場　
京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

対
象
者　
・ 

0
歳
～
就
学
前
の
聞
こ
え
づ
ら
さ

の
あ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族

　
　
　
　

・ 

子
ど
も
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
家
族

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　

 

問
合
せ
先
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
・
F
A
X
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64
）　

　
　
　
　

担
当
：
若
狭

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

　
　
　
　
　
FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8

　
　
　
　

	n
an
b
u
-n
an
ch
oyoji@

kyoto-chogen.or.jp

※	

以
下
の
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
権・行
政
相
談（
笠
置
町
）

日　
時　
9
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　
所　

 

笠
置
会
館　

1
階
会
議
室

問
合
せ　
笠
置
町
人
権
啓
発
課
（
人
権
） 

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
1
4
0（
直
通
）

　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課
（
行
政
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
1（
直
通
）

QＲコードからも
アクセスできます。

相
談
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in
forma

tio
nおしらせ

行
政
相
談（
和
束
町
）

日　
時　
9
月
6
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　
和
束
町
役
場　

第
1
相
談
室

問
合
せ　
和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4・78・3
0
0
1（
直
通
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

日　
時　
9
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　
所　

 

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

 

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4・78・3
4
8
8（
直
通
）

人
権・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日　
時　
9
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　
所　

 

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問
合
せ　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３・93・０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日　
時　
9
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　

 

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
　
　

（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　
所　

 

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問
合
せ　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
４
３・93・０
１
０
２（
直
通
）

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
予
約
は
9
月
16
日
（
金
）
午
後
5
時
ま

で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場
　
所

9
月
20
日（
火
）

飛
鳥
路
区
集
会
所

9
月
21
日（
水
）

東
部
区
集
会
所

9
月
30
日（
金
）

笠
置
会
館

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　
笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
3（
直
通
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場
　
所

9
月
16
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

9
月
21
日（
水
）

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

9
月
30
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　
時　
9
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場　
所　

 
し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―

10

　
　
　
　

（ 

J
R
木
津
駅 

西
口 

ロ
ー
タ
リ
ー

前
す
ぐ
）

費　
用　
無
料	

問
合
せ　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　
　

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

　
　
　
　
　
FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

出
張
が
ん
個
別
相
談

　

『
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
』
『
誰

か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
』
な
ど
、
が
ん

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
す
る
窓

口
と
し
て
、
京
都
府
山
城
南
保
健
所
に
て
出
張

相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　
時　
10
月
4
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　
京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

相
談
料　
無
料

予　
約　

 

実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
左

記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町

43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　
　
　
　
　

0
1
2
0
・
0
7
8
・
3
9
4

　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※ 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

電
話
お
よ
び
対
面
相
談
を
、
月
～
金
（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
9
時
～
正

午
、
午
後
1
時
～
4
時
に
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

　

「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き
取
り
に

く
い
」
「
騒
が
し
い
場
所
で
の
会
話
が
聞
き
取

り
に
く
く
な
っ
た
。
」
「
補
聴
器
を
使
っ
て
み

た
い
が
…
」
な
ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ

ま
せ
ん
か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠

く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　

自
分
の
聴
力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、

聴
力
測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

定
期
相
談
会

日　
程　
毎
月
1
回　

9
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　
①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～　

場　
所　

 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
相
楽
会
館
内
）

内　
容　

 

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

　
　
　
　

（ 

聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時

間
程
度
）

対　
象　

 
木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
人
と
そ
の
家
族

費　
用　
無
料

申
込
み　

 

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
週
間

前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住

所
・
電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
・
相
談

内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合

は
、
変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
〒
６
１
９
―

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

※ 

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ひ
よ
こ
広
場（
南
山
城
村
）

対　
象　

 

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

開
催
曜
日　

月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場　
所　

 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

機
能
訓
練
室

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　
9
月
26
日
（
月
）

（
予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の

人
も
参
加
可
能
で
す
。
）

問
合
せ　
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

伊
賀・山
城
南・東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制

で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇ 

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
名
前
と
年
齢

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

ま
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

◇ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
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in
fo
rm

ation

おしらせ

令和５年相楽東部広域連合二十歳のつどいのご案内
　民法改正のため、式典名称が例年の「成人式」に代わり、「二十歳のつどい」に変更となります。
日　時　令和５年１月９日（月・祝）　午後12時45分～（受付は正午～）
場　所　南山城村文化会館（やまなみホール）
対　象　平成14年４月２日～平成15年４月１日生まれの３町村在住者
　　　　※ 以前３町村に在住していた人で、参加を希望される場合は教育委員会

生涯学習課（各分室含む）までご連絡ください。　
問合せ　教育委員会生涯学習課　☎0774・78・4335
　　　　笠置町分室　　　　　　☎0743・95・2726
　　　　南山城村分室　　　　　☎0743・93・0580

令和４年度自衛官募集案内
１	募集種目および試験期日等

種　目 受付期間 試験期日 資　格

自衛官
候補生

男子 年間を通じて
おこなっております。

受付時にお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　※１

採用予定月の１日現在、18歳以上33歳未満の人
（32歳の人は、採用予定月の末日現在、33歳に達し
ていない人）女子

防　衛
大学校
学　生

推薦 ９月５日（月）
～

９月９日（金）

９ 月24日（土）・25日（日）

18歳以上21歳未満の人
高卒者（見込含）又は高専３年次修了（見込含）で
成績優秀かつ生徒会活動等に顕著な実績を修め、学
校長が推薦できる人

総合
選抜

1次  ９ 月24日（土）
2次  10月29日（土）・30日（日） 18歳以上21歳未満の人

（自衛官は23歳未満）
高卒者（見込含）又は高専３年次修了者（見込含）一般

７月１日（金）
～

９月５日（月）

1次  11月 5日（土）・ 6日（日）
2次  12月 6日（火）～10日（土）

防衛医科大学校
医学科学生

７月１日（金）
～

10月12日（水）

1次  10月22日（土）
2次  12月14日（水）～16日（金）

18歳以上21歳未満の人
高卒者（見込含）又は高専３年次修了者（見込含）防衛医科大学校

看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

７月１日（金）
～

10月 5日（水）

1次  10月15日（土）
2次  11月26日（土）・27日（日）

貸費
学生 技術

６月１日（水）
～

11月11日（金）
12月 3日（土）

大学の理学部、工学部※２　の３・４年次または大学
院（専門職大学院を除く）修士課程在学者。
正規の修業年限を終わる年の４月１日現在で26歳未
満の人（大学院修士課程在学者は28歳未満の人）。

※１  令和５年３月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、令和４年９月16日以降におこないます。
※２ 理学部、工学部に類する学部も応募資格に該当する場合があります。
詳しくは、下記に確認してください。

２	受付および問合せ
　⑴自衛隊京都地方協力本部　京都市中京区西ノ京笠殿町38	 ☎075・803・0821
　　HP	https://www.	mod.go.jp/pco/kyoto/　 	recruit1-kyoto＠pco.mod.go.jp
　⑵宇治地域事務所　宇治市広野町西裏71―５ S.C OKUBO202号室	 ☎0774・44・7139
　　 	kyoto.pco.uji＠rct.gsdf.mod.go.jp
　⑶ア.笠置町総務財政課　相楽郡笠置町西通90―１ ☎0743・95・2301（直通）
　　イ.和 束 町 総 務 課　相楽郡和束町釜塚生水14―２ ☎0774・78・3001（直通）
　　ウ.南山城村総務財政課　相楽郡南山城村北大河原久保14―１ ☎0743・93・0102（直通）
　⑷その他　 自衛隊各駐屯地・各基地等においても案内をおこなっています。

QＲコードからも
アクセスできます。

15 広報  　　　 2022.9◦第198号



京都やましろ体験交流協議会	 〒619-1222�和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
	 ☎	0774・78・3396　 	info@chagenkyo.com　担当：湊・鍵岡・吉岡

農村宿泊体験（農泊）9月号

in
forma

tio
nおしらせ

　受入家庭のみなさん、こんにちは。
　暑い日が続いていましたが、お元気でお過ごしでしょうか。
　笠置町・和束町・南山城村の３町村協働で組織した京都やましろ体験交流協議会では、子どもたちや海外のみな
さんと農村のありのままの生活を共に送る、農泊事業を進めています。いっしょにごはんを作り、食べ、お茶を急
須で淹れて飲み、話し、家族のように過ごしていただきます。
　少しでも受入にご興味をお持ちいただいた、笠置町・和束町・南山城村のみなさん、事務局が全力でサポートい
たします。お気軽にご連絡ください。

ご寄付ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金」へ次のとおりご寄付をいただきました。
　　　　　　氏名：石倉　周 様　　住所：京都府木津川市　　　寄付金額：10,000円

京都府要約筆記者養成講座（前期）
　特に市町村の要約筆記者派遣事業の担い手にもなる要約筆記者の養成をおこないます。
　要約筆記とは、聴覚障害のある方（とりわけ中途失聴者や難聴者）のために、話の内容をその場で文字にして
伝えることです。会議や講演等でコミュニケーション支援の活動をおこなうことを希望する受講者を募集します。

日　　程　共 通 講 座　11月６日（日）、11月27日（日）、12月11日（日）
　　　　　手書きコース　令和５年１月15日（日）、１月28日（土）、２月18日（土）
　　　　　パソコンコース　令和５年１月７日（土）、１月21日（土）、２月25日（土）
　　　　　※上記以外にWEB配信による自宅学習あり
時　　間　午前10時30分～午後４時30分
会　　場　共 通　京都府聴覚言語障害センター（城陽市寺田林ノ口11番64）
　　　　　手 書 き　京都府聴覚言語障害センター（城陽市寺田林ノ口11番64）　
　　　　　パソコン　京都市聴覚言語障害センター（京都市中京区西ノ京東中合町２）
受講資格　 前期課程修了後、後期課程を受講し、認定試験を受験して京都府要約筆記者として登録活動が可能

な人。なお、パソコンコース希望者は、ノートパソコン（Windows 8.1以上）を持参でき、入力
速度70字／分以上で、パソコンの基本操作が可能な人。

受 講 料　無料。ただしテキスト代3,670円ならびに教材等一部自己負担あり
申込期間　９月１日（木）～10月14日（金）
　　　　　午後５時まで
申込方法　 京都聴覚言語障害者福祉協会ホームページ「ハケンとマナビ」→「マナビ」から
　　　　　※ホームページが閲覧できない場合は、電話にてお問い合わせください
問 合 せ　社会福祉法人 京都聴覚言語障害者福祉協会　京都府要約筆記者養成講座　事務局
　　　　　　☎075・841・8337（平日午前９時～午後５時）　FAX075・841・8315
主 催　京都府
主 管　社会福祉法人 京都聴覚言語障害者福祉協会
協 力　京都府中途失聴・難聴者協会／京都府要約筆記サークル連絡会

「お茶で薬を飲んではいけない理由」
　お茶に含まれるカフェインは、鎮痛剤、鎮静剤、睡眠薬などの効果を弱くし、
頭痛薬、風邪薬などは逆に強くしてしまいます。またお茶のタンニンは、貧血
時に飲む、造血剤、胃腸薬の効果を弱くします。

今月
の
お茶にまつわる豆知識
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消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
ま
た
は
来
所
）

�

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。 

	

※
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

住　
所　

 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
は
電
話
の
み

　
　
　
　
　
☎
0
7
5
・
8
1
1
・
9
0
0
2

★	Pick	UP	★
「 大ピンチずかん」

鈴木　のりたけ ／ 作
　ガムを飲んだ！トイレの紙がない！？
アイスがとけだした！
　子どもがであう世の中のさまざまな
「大ピンチ」を大ピンチレベルの大きさと5段階のなりや
すさで分類し、レベルの小さいものから順番に紹介します。
　また、その大ピンチの切り抜け方や、似ている大ピンチ、
さらにおそいかかる大ピンチなど、あらゆる方向から大
ピンチを解き明かし、その対処法をユーモアたっぷりに
紹介します。

図書室の連絡先
　笠置町中央公民館図書室 ☎0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室 ☎0774・78・4013
　南山城村図書室 ☎0743・93・0522

　

自
立
し
た
消
費
者
へ
の
第一歩
と
し
て
、複
雑・多
様
化
す
る
消
費
生
活
問
題
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

そ
し
て
、学
ん
だ
こ
と
を
消
費
者
支
援
活
動
や
地
域
活
動
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。今
年
度
は
全
4
回
の
消

費
生
活
講
座
を
お
こ
な
い
ま
す
。ご
興
味
を
お
持
ち
の
講
座
が
あ
り
ま
し
た
ら
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時・内
容

回

日
　
時

テ
ー
マ
・
講
師

会
　
場

1
9
月
29
日（
木
）
テ
ー
マ　
「
あ
な
た
の
考
え
る
S
D
G
s
っ
て
何
だ
ろ
う
?
」

講　
師　
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

消
費
生
活
相
談
員　

渡
邊 

孝
子

テ
ー
マ　
「
悪
い
奴
ら
に
騙
さ
れ
な
い
で
!
」

講　
師　
京
都
府
木
津
警
察
署
生
活
安
全
課
生
活
安
全
係 

警
部
補　

市
場 

智
也 

氏

相
楽
会
館

大
ホ
ー
ル

2
10
月
18
日（
火
）
テ
ー
マ　
「
地
元
の
S
D
G
s
体
験
を
し
て
み
よ
う
」

案
内
人　
山
城
織
物
協
同
組
合
代
表
理
事　

森
本 

昌
利 

氏

J
R
上
狛
駅
集
合）

（
小
嶋
織
物
工
場
・

福
寿
園
資
料
館
見
学

3
10
月
20
日（
木
）

京
都
府
く
ら
し
の
安
心
・
安
全
推
進
月
間
事
業

テ
ー
マ 　
〜�

コ
ロ
ナ
禍
で
ネ
ッ
ト
通
販
の
利
用
が
増
え
た
今
、
改
め
て
知
り

た
い
〜
「
ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
と
の
賢
い
付
き
合
い
方
」

講　
師　
一
般
社
団
法
人
E
C
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事　

原
田 

由
里 

氏

※
午
後
３
時
か
ら
「
体
験
型
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
対
策
講
座
」
が
あ
り
ま
す
（
会
場
参
加
者
の
み
）

相
楽
会
館

大
ホ
ー
ル

ま
た
は

Z
o
o
m

4
10
月
27
日（
木
）
テ
ー
マ　
「
お
茶
の
生
産
者
か
ら
の
声
」	

テ
ー
マ　
「
茶
香
服
体
験
」　

講　
師　
植
田 　

修 

氏	

講　
師　
中
山 

美
雪 

氏

相
楽
会
館

大
ホ
ー
ル

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※ 

講
師
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

募
集
定
員　

第
１
回（
50
人
）、
第
２
回（
20
人
）、
第
３
回（
50
人
+
オ
ン
ラ
イ
ン
）、
第
４
回（
40
人
）

参
加
資
格　

木
津
川
市
及
び
相
楽
郡
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

参
加
費　
無
料
（
第
１
回
、
第
３
回
、
第
４
回
）
、
5
0
0
円
（
第
2
回
・
入
館
料
）

主　
催　
相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
（
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　

京
都
府
消
費
生
活
安
全
セ
ン
タ
ー
（
第
３
回
共
催
）

申
込
方
法　

 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
「
消
費
生
活
講
座
参
加
希
望
」
の
旨
と
、
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
参
加
予
定
日
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　

 

９
月
５
日
（
月
）
か
ら
申
込
み
を
受
付
け
ま
す
。
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
、
申
し
込
ま

れ
た
方
全
員
に
受
講
の
可
否
の
連
絡
を
し
ま
す
。

申
込
締
切　

 

第
１
回 

9
月
22
日
（
木
）
、
第
２
回 

10
月
11
日
（
火
）
、
第
３
回 

10
月
13
日
（
木
）
、

第
４
回 

10
月
20
日
（
木
）　

◎
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
締
切
日
以
降
も
受
付
し
ま
す
。

問
合
せ　
相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
（
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
4
2
1　
F
A
X
0
7
7
4
・
72
・
0
4
7
0

町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　　置

一般書
住宅営業マンぺこぺこ日記 屋敷 康蔵
カレーの時間 寺地 はるな
黛家の兄弟 砂原 浩太朗

児童書
10歳からの考える力が育つ20の物語 石原 健次
キャプテンマークと銭湯と 佐藤 いつ子
ゴミの島のサバイバル ゴムドリ

和　　束

一般書
セカンドチャンス 篠田 節子
夜に星を放つ 窪　美澄
68歳、ひとり暮らし。きょう何食べる？ 大庭 英子

児童書
ひでよーし 丸山 誠司
おばけのかわをむいたら たなか ひかる
生まれかわりのポオ 森　絵都

南山城村

一般書
夏の体温 瀬尾 まいこ
鬼と日本人 小松 和彦
焚き火の作法 寒川　一

児童書
大ピンチずかん 鈴木 のりたけ
せきれい丸 たじま ゆきひこ
コナン時事ワールドクイズ2022 青山 剛昌

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

令
和
４
年
度
消
費
生
活
講
座
開
催
案
内

あ
な
た
の
考
え
る
S
D
Gs
っ
て
何
だ
ろ
う
？

和束町体験交流センター
図書室から

読書活動推進事業

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　９月25日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター ホール

☆休室日のお知らせ
　 　本の所蔵整理のため、９月28日（水）～

10月７日（金）まで休室します。返却は「本
のポスト」をご利用ください。ご迷惑おかけ
しますが、よろしくお願いします。

☆『ブックカフェ』のご案内
　 　10月14日（金）午後6時30分から、笠置町産業振興会館にて『ブ

ックカフェ』をおこないます。今回の課題図書は『2022年上半期 第
167回芥川賞』の受賞作・候補作から、いずれか１冊です。また、紹介
したい本はおひとり3冊までご持参ください。もちろん見学のみのご
参加も歓迎いたしますので、お気軽にご参加ください。定員は10名
です。お申し込みは各図書室まで。詳しくは図書室および教育委員会
で配布しているチラシをご覧ください。

※ 図書室の行事については、新型コロナウイルスの感染状況に応じて、変更または中止
させていただく可能性があります。変更・中止の際は図書室ホームページおよび連合
ホームページでお知らせいたしますので、ご確認ください。

	南山城村図書室の閉室時間について	
９月１日～30日　正午閉室となります。
時間外の返却はやまなみホール内の返却ポストをご利用ください。
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編
集
・
発
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楽
東
部
広
域
連
合

〒
619-1205 京

都
府

相
楽

郡
和

束
町

大
字

中
小

字
平

田
23番

地
の

1
☎

0774・
78・

0120　
FAX

0774・
78・

0121
人口・世帯数
（令和４年８月１日現在）3町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14番地の2

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

https://www.town.wazuka.lg.jp/

人　口	 3,619人　
世帯数	 1,692世帯

（減12）
（減5）

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90番地の1

☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口	 1,175人　
世帯数	 	 	601世帯

（減1）
（減1）

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14番地1

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

https://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人　口	 2,529人　
世帯数	 1,213世帯

（増3）
（増4）

運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8：15 / 10：15 / 13：40 / 15：40
◦加茂駅発
　9：15 / 11：15 / 14：40 / 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524

【その他の問合せ】
南山城村総務財政課
☎0743・93・0102 運行状況確認

QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中

　夏に咲く野生ランの一つであるサギソウ。今では京都府で絶滅寸前種に指定されています。そんなサギソ
ウを多くの人に知ってもらおうと、笠置中学校の１年生がサギソウについて学習しています。
　その一環として、７月28日（木）笠置町役場に、８月１日（月）南山城村役場に、笠置中学校の生徒た
ちが育てたサギソウを贈呈していただきました。
　贈呈式では生徒たちから、サギソウの育て方と注意点を教わりました。贈呈されたサギソウは後日きれい
な花が咲きました。

笠置中学校１年生からサギソウの贈呈が
おこなわれました。


